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迎
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健　
　

獨
協
大
学
の
前
身
で
あ
る
獨
逸
學
協
會
學
校
は
、
一
八
八
三
年
に
設
立
さ
れ
、
ド
イ
ツ
啓

蒙
主
義
を
基
礎
と
し
て
ド
イ
ツ
の
学
術
・
文
化
・
制
度
の
我
が
国
へ
の
移
植
を
目
的
と
し
た

教
養
教
育
を
行
っ
た
。
一
八
八
五
年
に
は
官
吏
養
成
を
目
的
と
し
た
専
修
科
が
普
通
科
に
併

設
さ
れ
て
ド
イ
ツ
の
法
律
・
政
治
・
経
済
が
教
授
さ
れ
、
一
時
は
九
大
法
律
学
校
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
後
の
文
部
省
の
方
針
転
換
も
あ
っ
て
、
一
八
九
三
年
に

普
通
科
は
中
学
校
と
な
る
一
方
、
専
修
科
は
一
八
九
五
年
に
分
割
さ
れ
て
東
京
帝
国
大
学
独

法
科
に
吸
収
さ
れ
る
。

第
二
次
大
戦
後
の
一
九
四
七
年
、
獨
逸
學
協
會
は
独
協
学
園
、
獨
逸
學
協
會
中
學
校
は
独

協
中
学
校
と
名
称
変
更
さ
れ
る
が
、
第
三
次
吉
田
内
閣
の
文
部
大
臣
（
一
九
五
〇
︱

一
九
五
二
）
で
あ
っ
た
天
野
貞
祐
が
一
九
五
二
年
に
校
長
に
就
任
し
、
一
九
五
三
年
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
名
称
は
獨
協
学
園
、
獨
協
中
学
校
・
高
等
学
校
に
再
度
変
更
さ
れ
る
。

高
等
教
育
が
再
開
さ
れ
る
の
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
一
九
六
四
年
の
こ



と
で
、
外
国
語
学
部
と
経
済
学
部
の
二
学
部
体
制
で
獨
協
大
学
が
発
足
し
、
初
代
学
長
に
は

天
野
貞
祐
が
就
任
し
た
。

法
学
部
は
一
九
六
七
年
に
開
設
さ
れ
、
は
じ
め
は
法
律
学
科
の
み
が
設
置
さ
れ
た
。
天
野

学
長
に
請
わ
れ
て
、
英
米
法
の
田
中
和
夫
が
初
代
法
学
部
長
と
な
る
。

獨
協
法
学
第
一
号
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
翌
年
の
一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

「
創
刊
の
こ
と
ば
」
を
書
い
て
い
る
の
は
、
田
中
先
生
で
あ
る
。

田
中
先
生
は
、
そ
こ
に
、「
新
制
大
学
が
、
大
衆
の
大
学
と
な
り
、
教
育
に
大
き
な
比
重

が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
が
、「
学
問
せ
ず
、
研
究
し
な
い
大
学
は
大
学
で
は
な
い
」

と
記
し
て
い
る
。

教
え
る
側
が
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
対
象
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
教
わ
る
者
も
興

味
を
持
ち
う
る
。
高
等
教
育
は
、
単
な
る
専
門
的
知
識
の
伝
達
を
行
う
場
で
は
な
く
、
天
野

貞
祐
の
言
う
よ
う
な
「
学
問
を
通
じ
た
人
間
形
成
の
場
」
で
あ
り
、
自
分
自
身
で
物
事
を
観

察
・
理
解
し
自
ら
判
断
・
評
価
す
る
こ
と
の
で
き
る
、「
独
立
し
た
人
格
」
の
形
成
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
教
員
も
ま
た
、「
独
立
し
た
人
格
」
と
し
て
、
自

ら
定
め
た
対
象
を
知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
探
求
す
る
存
在
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
こ
れ

を
見
て
学
生
も
自
ら
発
見
し
判
断
す
る
こ
と
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
に
喜
び
を
見
出
し
う
る
の

で
あ
ろ
う
。



大
学
紀
要
は
そ
の
探
求
結
果
の
発
表
の
場
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
発
表
の
場
を
持
つ
こ
と

は
教
育
研
究
機
関
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
そ
の
媒
体
を
持
つ
こ
と
の
幸
せ
も

忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
獨
協
法
学
創
刊
前
に
は
、
本
学
の
法
律
学
政
治
学
関
係
の
教
員
の
論

考
は
本
誌
に
一
年
半
ほ
ど
先
立
っ
て
創
刊
さ
れ
た
本
学
教
養
部
の
紀
要
で
あ
る
「
獨
協
大
学

教
養
諸
学
研
究
」（
獨
協
大
学
学
術
研
究
会
発
行
）
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
と
田
中
初
代

学
部
長
は
記
し
て
い
る
。

獨
協
法
学
第
九
九
号
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
論
説
四
六
四
、
研
究
ノ
ー
ト
八
二
、
書

評
八
、
判
例
研
究
二
四
、
資
料
一
〇
四
（
篇
）
で
あ
る
（
号
を
ま
た
い
で
連
載
さ
れ
た
も
の

は
、
各
号
に
つ
き
一
篇
と
し
て
数
え
た
）。

当
初
は
年
一
、二
回
の
発
行
で
あ
っ
た
様
だ
が
、
一
九
九
九
年
ご
ろ
か
ら
、
年
三
回
の
発

行
に
変
わ
っ
た
も
よ
う
で
あ
る
。
学
部
発
足
時
の
教
員
が
九
名
で
、
そ
の
後
徐
々
に
増
員
し

て
現
在
も
三
〇
名
前
後
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
健
闘
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

本
学
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
も
、
本
誌
が
今
後
も
号
数
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
や
ま
な
い
。

な
お
、
本
号
に
掲
載
さ
れ
た
本
誌
の
総
目
次
・
索
引
は
、
若
尾
岳
志
、
大
谷
基
道
、
作
内

由
子
の
三
編
集
委
員
と
法
学
部
共
同
研
究
室
の
事
務
を
お
願
い
し
て
い
る
堀
江
千
尋
、
細
井



美
希
の
お
二
方
の
労
作
で
あ
る
。
以
上
の
五
名
の
方
々
に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。


